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乳蛋白を考慮した乳牛の改良目標と指数の設定
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要約

乳蛋白を考慮した2通りの改良目標に基づき.産乳形質の改良傾向を検討した。改良目標と

しては，乳量，乳脂量.乳蛋白量による三形質によるもの (BG，)と乳脂量，乳蛋白量の二

形質によるもの (BG，)を設定した。選抜反応は選抜指数理論に基づいて推定した。選抜指

数は，複数の産乳形質を取入れたものを8通り設定した。指数による改良傾向の変化は，改良

目標内の変異よりも改良目標間白変異が大きかった。改良目標に対する相対的重要度の変化に

おいて，その改良傾向の変動は改良目標BG，より改良目標BG，のほうが敏感であった。改良

目標BG，では，改良目標BG，と比較して乳量に対する改良は見込めないが，相対的重要度に

よっては乳蛋白量の改良はBG，の程度にすることが可能であり乳蛋白率白低下を抑えると推

察した。
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緒 論

乳牛の育種において，酪農先進国はその市場に応じ

て明確な改良目標を持ち，乳蛋白量に重点を置く乳牛

白遺伝的改良を推進している 1 目。乳牛の改良目標と

して複数形質を考慮し，各形質の育種価を総合評価す

るための指数を利用することが改良目標を実現する上

で有効であろう。すでに，牛群検定では乳蛋白につい

ても検定しており，乳蛋白白評価値が公表されている。

従って，乳牛の遺伝的メリットを総合評価する上で

SNFの代りに乳蛋白を考慮する可能性は十分に考え

られる。現行の乳価を考慮した経済効果は，日本にお

ける将来白乳牛の改良目標を満足Lうるという保証は

ない。乳蛋自由遺伝的改良が考慮されるようになれば，

少なくとも乳蛋白率を維持し同時に乳蛋白量を改良

する方向性も十分考えられよう。我が国では，乳蛋白

質における経済的価値は不明確である。また各生産形

質の正味の経済価についても明確ではない。本研究の

目的は，このような状況で，各形質に対する相対的重

要度に基づく乳牛の改良傾向を検討し，改良目標を設
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